
学科試験　筆記；100点をもって満点、60点をもって合格とし、60点未満を不合格とする

講師名

科目目標

１．骨・関節・筋疾患患者の特性と看護の役割を理解する。
２．骨・関節・筋疾患患者の在宅看護・地域との連携を学ぶ。
３．骨・関節・筋疾患患者の主な症状に対する看護を理解する。
４．骨・関節・筋疾患の診察・検査・治療に伴う看護を理解する。
５．主な骨・関節・筋疾患患者の看護のポイントを学ぶ。
６．リハビリテーションの場・時期、アプローチ方法について学ぶ。
７．障害のある人へ行われる理学療法について学ぶ。

講義形態 ①講義・演習

講義内容

１．骨・関節・筋疾患患者の看護の目的
２．骨・関節・筋疾患患者の経過別看護
３．骨・関節・筋疾患患者の在宅看護・地域との連携
４．骨・関節・筋疾患患者の主な症状と看護
５．骨・関節・筋疾患患者の検査・治療・処置に伴う看護
６．骨・関節・筋疾患患者の主な看護
７．リハビリテーションの目的と特徴
８．理学療法

【テキスト／参考文献】

看護学入門１０　成人看護Ⅲ　（メヂカルフレンド社）
看護学入門７　特論：治療概説　（メヂカルフレンド社）

【評価】

外部講師

分野 専門分野 科目名 成人期の看護Ⅳ

時間 20時間 開講時期 1年次（後期）


